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　本委員会の今年度の最も重要な事業は，平成 21 年
に行った“新型インフルエンザアンケート”を公表
することであった。このため，本委員会，特に広島
県（健康対策課），広島県医師会および広島大学（大
学院医歯薬保健学疫学・疾病制御学）が約 18 万件の
アンケートの入力，解析を精力的に進め，平成 23 年
度末に終了した。集計等作業に並行して，関連学会
での発表を行い，次年度発行予定の報告書作成につ
いても検討した。
　感染症対応については，国が推進している麻疹ワ
クチンの勧奨および県内で増加している日本紅斑熱
の注意喚起を行った。

Ⅰ．　委　　員　　会

₁）　第 ₁回：平成 ₂₃ 年 ₇ 月 ₂₅ 日
（1）平成 23 年度事業について
①県内発生が危惧される感染症の対策マニュア
ルの策定など
②新型インフルエンザアンケートに関すること
③熱帯感染症に関する県内検査体制の確立に関
すること
④広島県における麻しん対策の検討評価など

（2）新型インフルエンザに係るアンケート調査票
の集計結果について

（3）同上の学会等の発表について
（4）同上に関する講演会について
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委 員 長　桑原　正雄

₂）　第 ₂回：平成 ₂₃ 年 ₁₁ 月 ₂₁ 日
（1）「広島県のつつが虫病と日本紅斑熱」のリーフ

レットの改訂について
（2）熱帯感染症対応マニュアルについて
　協議の結果，熱帯感染症対応マニュアルの作成につ
いては，広島県感染症・疾病管理センター（案）構想
での枠組みを見極めて，次年度に対応することにした。
（3）新型インフルエンザに係るアンケート調査票

の集計結果について
（4）新型インフルエンザに係るアンケート調査報

告書作成について

Ⅱ．　成　　果　　物

₁） 「広島県のつつが虫病と日本紅斑熱」のリーフ
レットを改訂した。

　県内西部にまで拡大し，死亡例も報告された日本
紅斑熱について，会員に再度注意喚起するために，
リーフレットを改訂した。広島県医師会速報（平成
24 年 4 月 5 日号）で会員へ周知するとともに，リー
フレットおよび調査票を配布した（資料 1）。

Ⅲ．　新型インフルエンザアンケートに 
関する報告

₁）　下記のごとく，各分野の全国学会などで報告
した。

　いずれの学会においても，アンケート数や内容に
おいて高く評価された。

学　　会　　名 開　催　日　時 演　　者

1 第 85 会日本感染症学会総会・学術講演会 平成 23 年 4 月 21 日・22 日
ザ・プリンスパークタワー東京

桑原正雄，松岡俊彦，堀江正憲，
横崎典哉，大毛宏喜，岸本益実，
横山　隆

2 第 25 回日本臨床内科医学会総会 平成 23 年 9 月 18 日・19 日
札幌コンベンションセンター

桑原正雄，松岡俊彦，堀江正憲，
横崎典哉，岸本益実，柳田実郎，
新田康郎，横山　隆，田中純子，
碓井静照
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　これらのうち，第 25 回日本臨床内科医学会の講演
要旨を広島県医師会速報（平成 23 年 10 月 15 日号）
に，第 64 回広島医学会総会のそれは広島医学 65 巻
2 号に掲載した（資料 2）。
　また，次項の感染症講演会で関係者へ報告した。

Ⅳ．感染症講演会

　平成 23年 8月 5日にリーガロイヤルホテル広島に
て開催した。参加者は 58 名。
　下記のごとく，①新型インフルエンザアンケート
の中間報告，②感染症サーベイランス，について，
情報共有を行った。
₁） 「新型インフルエンザに係るアンケート調査の

報告」　演者：桑原正雄（県立広島病院）
①一般用アンケート：50,398 枚，保護者用アン
ケート：128,271 枚を回収し，その中で，性
別，居住地域，年代のいずれかが無記入・不備
なものは除外とした。解析を行った総数は，
176,113 枚で，対広島県人口割合は 6.2％であっ
た。
②新型インフルエンザに罹ったと思ったときの行
動に対する設問では，罹患したと思ったのは小
児が多く，また，この大部分がかかりつけ医を
受診していた。
③新型インフルエンザの罹患者は，県内では，西
部，北部一部で 10 月には 10％を超し，その後
11 月頃から東部，北部で拡大してきた。また，
世代別では，中・高校生から流行が始まり，小
学生→幼児→成人→高齢者に拡大した傾向がう
かがえた。

④予防接種は，幼児や高齢者は高率に受けていた
が，若者の接種率は低かった。
⑤今回のアンケート調査からは，情報が多すぎる
ことや地域の実情と合わないことなどによる混
乱，また，予防に有効なワクチン接種率向上の
対策や接種場所などの検討を含め，地域での流
行に合わせた対策への必要性が示された。
₂）　「国立感染症情報センターで運営している学

校，保育園，避難所の各サーベイランスにつ
いて」　演者：安井良則（国立感染症研究所
感染症情報センター主任研究官）

①症候群サーベイランスは，医師の診断による感
染症のサーベイランスではなく，症状（発熱，
下痢，嘔吐など）をモニターすることによっ
て，発症者の状況の早期探知を図り，集団感染
や二次感染などの感染拡大による被害の早期対
策などを行うことを目的に，医療機関（電子カ
ルテ），薬局，学校，保育園，高齢者施設，救急
車搬送などからの情報を収集し，現在，学校欠
席者情報収集システムにおいては，13,358 校・
全学校の 28％（2011年 5月現在）が稼働してい
る。
②広島県内において，学校欠席者情報収集システ
ムの稼働市町は，一部導入として熊野町，尾道
市，東広島市となっている。また，保育園欠席
者・発症者情報収集システムでは，東広島市が
稼働中であった。
③出雲市では，症候群サーベイランスの結果を
ケーブルテレビで住民に公開している。

3 第 70 回日本公衆衛生学会総会 平成 23 年 10 月 19 日～21 日
秋田県民会館

岸本益実，堀江正憲，内藤雅夫，
村尾正治，松岡俊彦，田中純子

4 第 43 回日本小児感染症学会総会・学術集会 平成 23 年 10 月 29 日・30 日
岡山コンベンションセンター

堀江正憲，渡邉弘司，新田康郎，
永田　忠

5 第 17 回日本保育園保健学会総会 平成 23 年 11 月 12 日・13 日
岡山コンベンションセンター

新田康郎，渡邉弘司，永田　忠，
堀江正憲

6 第 64 回広島医学会総会 平成 23 年 11 月 13 日
広島医師会館 桑原正雄

7 第 9回日本予防医学会学術総会 平成 23 年 11 月 19 日・20 日
首都大学・東京荒川キャンパス

田中純子，桑原正雄，堀江正憲，
岸本益実，松岡俊彦，中本　稔，
佐々木昌弘

8 第 22 回日本疫学会学術総会 平成 24 年 1 月 26 日～28 日
学術総合センター・一橋記念講堂

田中純子，桑原正雄，堀江正憲，
岸本益実，松岡俊彦，佐々木昌弘
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資料 1

�������������������������日　�������認 �����（�����）���日（��）

「広島県のつつが虫病と日本紅斑熱」リーフレットの改訂について

広島県地域保健対策協議会
健康危機管理対策専門委員会

　つつが虫病、日本紅斑熱は、����で定め�れた����の�����になっており、診断した
医師は、直ちに最寄りの保健所に届け出ることとされています。
　日本紅斑熱については、�����に日本で発�されました。県内においても�����に初めて患者が確
認されて以降、������までに、合����（内��の�定��地は県�）の患者が確認されています。
患者の発生は、当初は県東部の沿岸部のみで報告されていましたが、最近では西部の沿岸部や島嶼部
などでも報告されるようになったため、このたび、広島県地域保健対策協議会健康危機管理対策専門
委員会で、リーフレットを改訂いたしました。
　また、確定診断につきまして、つつが虫病の血清抗体検査は、民間検査機関での検査が可能ですが、
日本紅斑熱については、広島県内では、県保健環境センターおよび広島市衛生研究所で血清抗体検査
と遺伝子検査（リケッチアＤＮＡの検出）が可能となっております。検査を依頼される場合は付録の
調査票をご使用下さいますようお願い申し上げます。

問い合わせ先
　広島県立総合技術研究所　保健環境センター　保健研究部
　ＴＥＬ：082‐255‐7131　�Ａ�：���‐���‐����

※広島市内の医療機関については、広島市健康福祉局保健部保健医療課（ＴＥＬ：���‐���‐����）�お
問い合せ下さい。

●調査票●リーフレット（裏）●リーフレット（表）
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広島県地域保健対策協議会 健康危機管理対策専門委員会
委員長　桑原　正雄　県立広島病院
委　員　市川　　徹　広島市立舟入病院
　　　　伊藤　　俊　広島県立総合技術研究所
　　　　大毛　宏喜　広島大学病院
　　　　吉川　正哉　広島県医師会
　　　　岸本　益実　広島県健康福祉局
　　　　坂口　剛正　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　下江　俊成　福山市民病院
　　　　田中　純子　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　近末　文彦　広島県西部保健所
　　　　内藤　雅夫　呉市保健所
　　　　中島浩一郎　庄原赤十字病院
　　　　永田　　忠　ながたこどもクリニック
　　　　中本　　稔　広島市健康福祉局
　　　　新田　康郎　新田小児科
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　藤上　良寛　県立安芸津病院
　　　　堀江　正憲　広島県医師会
　　　　松岡　俊彦　広島県健康福祉局
　　　　村尾　正治　福山市保健所
　　　　柳田　実郎　広島県医師会
　　　　横崎　典哉　広島大学病院
　　　　横山　　隆　広島市医師会運営・安芸市民病院
　　　　渡辺　弘司　渡辺小児科循環器科クリニック
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